
陸上競技場の利用の制限について 

 

1. 陸上競技場 

1）利用制限 

 陸上競技場での個人利用はできません、練習は補助競技場でお願い します。 

 大会等専用利用の場合は、事前に協議が必要です。 

 陸上競技場の収容人員は 20,246 人（車いす席を除く）であり、これを超

えて利用はできません。 

2）フィールドの利用時間 

 ３月～１１月まで 週１日・１日２試合 

 １２月～ ２月まで 週１回・１日１試合または２時間を越えない。 

 ウォーミングアップ等でフィールドの使用は出来ません。 

2. 注意事項 

 春（５月～ ６月）  トラジッション作業のため使用できない期間が あり

ます。 

 秋（９月～１０月）  ウィンターオーバーシード作業のため使用でき ない

期間があります。 

 上記期間以外にも芝生の状況により制限することがあります。 

3. その他 

 陸上競技場で行われるリーグ戦前の異種競技の利用はできません。 

（ただし、陸上競技で投てきが無い大会等は協議が必要です。） 

 養生期間中のフィールドは利用できません。 

 フィールド内へ運動靴以外で入ることはできません。 

 トラック内への球技用スパイク、革靴、土のついた運動靴で入ることはでき

ません。 

 報道カメラ・カメラ機材等を設置する場合は、十分に保護して下さい。 

ｲ）トラック等→養生シートなどを敷設しウレタンを損傷しないように注 意し

養生して下さい。 

ﾛ）芝生面に直接器材が触れないように保護材(テラプラス等)を敷設 し十分保

護して下さい。 

 砲丸投げは砲丸サークルで競技して下さい。（サークル以外を使用す る場合

は、協議が必要です。） 

 サッカー教室、陸上一貫指導等のフィールド利用は補助競技場で行う こと

とし、１日３時間までとします。ただし、１２月から３月までの間は２ 時

間とします。（フィールドの利用時間に順ずる） 

 陸上競技場利用案内の内容を遵守して下さい。 

  



補助競技場の利用の制限について 

 

1. 補助競技場 

1）利用制限 

 大会等専用利用の場合は、事前に協議が必要です。 

2）フィールドの利用時間 

 ４月～１１月まで 週１日・１日２試合 

 １２月～ ３月まで 週１回・１日１試合または２時間を越えない。 

 ウォーミングアップ等でフィールドの使用は出来ません。 

2. 注意事項 

 春（５月～ ６月） トラジッション作業のため使用できない期間があり

ます。 

 秋（９月～１０月） ウィンターオーバーシード作業のため使用でき な

い期間があります。 

 上記期間以外にも芝生の状況により制限することがあります。 

3. その他 

(ア) 養生期間中のフィールドは利用できません。 

(イ) フィールド内へ運動靴以外で入ることはできません。 

(ウ) トラック内への球技用スパイク、革靴、土のついた運動靴で入るこ とはでき

ません。 

(エ) 報道カメラ・カメラ機材等を設置する場合は、十分に保護して下さ い 

① トラック等→養生シートなどを敷設しウレタンを損傷しないように注意 

し養生して下さい。 

② 芝生面に直接器材が触れないように保護材(テラプラス等)を敷設し 十分保

護して下さい。 

(オ) 砲丸投げは砲丸サークルで競技して下さい。 

(カ) 持ち込んだ備品は(ラダー、ハードル等)、必ず持ち帰って下さい。 

(キ) 場内の整理・整頓を心がけて下さい。 

(ク) 補助競技場利用案内の内容を遵守して下さい。 


